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在宅医療のご案内

対象となる方

長浜市立湖北病院　地域医療連携室だより

●在宅で療養を行っている患者であって、寝たきり等身体の状況により通院による療養
　が困難な方
●悪性腫瘍等で、在宅での療養を希望される方
●終末期医療を要する方で、在宅での看取りを希望される方
●訪問診療開始時に訪問看護を利用されている方
●その他、医師が必要と認める方

　当院は「在宅療養支援病院」の認定を受けており、患者様が住み慣れた地域で安心して療養生
活を送れるよう、患家の求めに応じ２４時間往診が可能な体制を確保し、または訪問看護ステー
ションとの連携により２４時間訪問看護の提供が可能な体制を確保することで、緊急時に在宅で
療養を行っている患者様が直ちに入院できるなど、必要に応じた医療・看護を提供しています。

　当院では在宅支援病院として、かかりつけの病院・診療所へ通院が
難しくなった患者様を対象に、訪問診療や往診という在宅医療サービ
スを実践しています。
　令和６年度は、615回の訪問診療と88回の往診を実施させていただ
きました。訪問診療は、月の第一週と第三週の月・火曜日の午後に
行っています。往診は、病院から退院した後の訪問診療開始前に実施
することもあれば、訪問診療の合間で病状が悪化したときに臨時で対
応することもあります。そして、最期までご自宅で過ごしたい方に
は、お看取りの往診もさせていただいております。本人様の意志が
あってのことではありますが、お一人暮らしの方であっても、ほかの
訪問サービスを利用いただきながら、最期まで自宅で過ごしていただ
ける体制を準備することができます。入院は面会の時間や人数に制限
がありますが、自宅はいつも大事な人と一緒に過ごせます。自宅で自
分らしく過ごせる時間は、かけがえのないものだと思います。ご利用
を検討中の患者様やご家族様がおられましたら、いつでもご相談くだ
さい。

久田祥雄

地域医療連携室室長

総合診療

プライマリ・ケア



●訪問看護とは

●訪問看護の内容
☆病気の状態観察：心身の状態、血圧、体温、脈拍などの観察とアドバイス

☆療養上のお世話：身体の清潔、食事や排泄などの援助やアドバイス

☆医師の指示による医療処置：創傷処置、内服の管理、痰の吸引や吸入、在宅での点滴注射など

☆医療機器の管理：在宅酸素、人工肛門、人工膀胱、尿道カテーテル、経管栄養、胃ろう、

　　　　　　　　　気管カニューレ、腹膜透析、24時間高カロリー輸液、化学療法などの管理

☆終末期の看護：苦痛緩和、療養生活の援助やアドバイス、ご本人・ご家族の精神的支援

☆在宅でのリハビリテーション：拘縮予防や日常生活動作の訓練

☆床ずれの予防と処置：床ずれ防止の指導・手当など

☆認知症の看護：認知症介護の相談・工夫をアドバイス

☆ご家族への介護支援・相談：介護方法の指導・工夫をアドバイス・様々な相談対応

ー安心の２４時間対応ー

　●介護保険：要支援・要介護の認定を受けておられる方

（担当ケアマネージャー、地域包括支援センターにご相談ください）

　●医療保険：介護保険対象外、難病、特定疾患の方など、主治医やかかりつけ医の指示がある方

営業日：月曜日～土曜日

営業時間：午前8：30～午後5：15

定休日：日曜日・祝日・年末年始（12/29～1/3）

看護師（依頼によっては理学療法士）がご自宅に伺い、療養の相談・支援を行います。かかりつ
け医の指示のもと、関係機関と連携し、医療的なケアを行う看護サービスです。

　ご希望の方には、休日・夜間問わず、連絡体制をご利用いただけます。緊急時だけでなく相談、困り
ごとに対応いたします。湖北病院、訪問診療、関係機関との連携でサポートします。

☆サービスの提供地域：長浜市（主に高月町・木之本町・余呉町・西浅井町及び湖北町）

☆対象の方：年齢に関係なく主治医の指示があれば、どなたでも以下の方法で利用可能です

住み慣れた自宅で安心して療養生活を送りたい・・・
「信頼と技術をもって真心こめた看護サービス」で支援します。


